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ヒロセ電機株式会社



注意事項

本資料には、ヒロセ電機の現時点における予測に基づく記
述が含まれています。

これら将来に関する記述は、既知または未知のリスク及び
不確実性その他の要因が内在しており、当社における実際
の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。
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H28年度第2四半期のビジネス概況

[H28年度第1四半期 （4月～6月）]

◎スマートフォン市場向け受注は、中国市場向け等が予想をやや上回り、順調に

推移した。自動車市場向けは安定して推移。産機市場向け売上は今期前半が弱

か たが 後半 り上向き傾向とな た

[H28年度第1四半期 （4月 6月）]

かったが、後半より上向き傾向となった。

[H28年度第2四半期 （7月～9月）]

◎全体売上では1Q対比で増加。スマートフォン市場向けは中国市場向け等
を中心に好調に推移。自動車市場向けは海外向けは低調だったものの、国
内向けは好調 産機市場向けは若干のプラスとなった内向けは好調。産機市場向けは若干のプラスとなった。

◎H28年度第2四半期受注対前年同期比 -9.7％ （対H28年度第1四半期比
6 6％） 売上対前年同期比 4 7％（対H28年度第 半期比 ） 着地

[H28年度第2四半期累計 （4月～9月）]

-6.6％）、売上対前年同期比 -4.7％（対H28年度第1四半期比 ＋6.9％）で着地。

◎H28年度第2四半期累計受注 584.7億円（対前年同期比 -6.0%）、売上
571.8億円（対前年同期比 -6.6%）、経常利益 143.6億円（利益率 25.1%、
対前年同期比 )

[ 8年度第 四半期累計 （ 月 9月）]
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対前年同期比 -14.2%)。



全体

H27年度1Q～H28年度2Q 受注・売上推移（ヒロセ連結ベース、指数表示）
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スマ トフォン・携帯電話

H27年度1Q～H28年度2Q 用途別売上推移（ヒロセ連結ベース、指数表示）
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自動車

H27年度1Q～H28年度2Q 用途別売上推移（ヒロセ連結ベース、指数表示）
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一般産機（電子応用 ＦＡ制御 その他）

H27年度1Q～H28年度2Q 用途別売上推移（ヒロセ連結ベース、指数表示）
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H２８年度第２四半期 連結決算概要
注）緑色斜体数値・・・H28/4公表数値 (金額単位：億円）

（Ａ)H27年度 （B)H28年度 (B)-(A) (B)/(A)
対前年 期主 増減（Ａ)H27年度 （B)H28年度 (B)-(A) (B)/(A)

第2四半期 第2四半期

560.0

売上高 612.3 571.8 -40.5 -6.6%

　　　対前年同期主要増減

[売上高] 　40.5億円減
    ﾋﾛｾ単体

26 4億円
    子会社

14 1億円（売上原価率） （53.9％） （53.4％） （-0.5％）

（販売・管理費比率） （21.2％） （21.6％） （+0.4％）

140.0

152 6 142 9

-26.4億円 -14.1億円

[売上原価率]　0.5ﾎﾟｲﾝﾄ良化

　仕入原価費率   37.5%　→39.3%

営業利益 152.6 142.9 -9.7 -6.3%

(%) 24.9% 25.0% （+0.1％）

140.0

　減価償却費率    6.3%　→ 4.4%
　労務費率 　　   5.8%　→ 5.5%

[販売・管理費比率]0.4ﾎﾟｲﾝﾄ悪化

経常利益 167.4 143.6 -23.8 -14.2%
(%) 27.3% 25.1% （-2.2％）

100.0

　　費用減(-6.4億減）なるも売上減の為

[営業外損益]　
　為替差損益　 +7.2億円→ -5.8億円

当期利益 116.9 101.3 -15.6 -13.4%
(%) 19.1% 17.7% （-1.4％）

総資産残高 3 227 4 3 162 9 64 4 2 0%

※減価償却方法変更（定率法→定額法）及び
　一部耐用年数変更に伴う営業利益・経常
　利益影響額（損益増加額）

12.9億円
総資産残高 3,227.4 3,162.9 -64.4 -2.0%

自己資本比率 90.3% 90.0%

一株当り当期利益 328.50円 289.69円

12.9億円

(単位：億円）
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　為替レート：US$ 121.80円 105.29円
　為替レート：€ 135.07円 118.15円
　為替ﾚｰﾄ：100ｳｫﾝ 10.77円 9.23円

　対前年同期為替影響額

売上高 -65.0

営業利益 -32.6

経常利益 -47.0



億

半期別 売上高・利益 推移
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コネクタ用途別売上 前年比較 （概数） 〔連結ベース〕

6%down 6%down

H27上期

6%down 6%down

H28上期
1%down

0

※１ ※２

※１ ※２
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※1 通信機器・・・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ･携帯電話を除く通信機器
※2 コンピュータ関連・・・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ･ﾉｰﾄPCを除くｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連機器用途別構成比は概数により実際との誤差

の可能性があることをご承知願います。



コネクタ用途別売上構成比（概数） 〔連結ベース〕

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・携帯電

話, 29%（その他, 23%）

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・携帯電

話, 29%

（その他 23%） 一般

（電子応用 5%）

（FA制御, 2%）

（電子応用 4%）

（FA制御, 3%）

（その他, 23%）
一般
産機
30%

一般
産機
30%H27上期 H28上期

（無線機器 3%）

（有線機器, 3%）

（電子応用, 5%）

（無線機器, 3%）

（有線機器, 3%）

（電子応用, 4%）

※２

通信
6%

通信
6%

自動車, 18%

デジタル家電, 4%

事務機, 2%

（無線機器, 3%）
自動車, 18%

デジタル家電 6%ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ﾉｰﾄPC 6%

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連, 3%

事務機, 3%

※１

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ﾉｰﾄPC, 7%ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連, 4%
デジタル家電, 6%ﾀﾌ ﾚｯﾄ・ﾉｰﾄPC, 6%
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※1 コンピュータ関連・・・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ･ﾉｰﾄPCを除くｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関連機器

※2 無線機器・・・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ･携帯電話を除く無線通信機器

用途別構成比は概数により実際との誤差
の可能性があることをご承知願います。



海外生産比率・海外販売比率 推移
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連結貸借対照表主要増減
(億円）

（ ） / 末 （ ） / 末 （ ） （ ） 備 考区分 　科　　　目 （A）Ｈ28/3末 （B）Ｈ28/9末 （B）－（A） 備　　　　考

現金及び預金 1,647.5 1,772.6 125.1 国債償還等に伴う増

資 受取手形及び 273.4 284.6 11.2 9月売上高増に伴う増加

売掛金

有価証券 272.1 282.6 10.5

81 5 77 3 4 2棚卸資産 81.5 77.3 -4.2

固定資産 380.4 408.4 28.0 機械装置・金型等増固定資産 380.4 408.4 28.0 機械装置 金型等増

産 投資有価証券 358.7 241.1 -117.6 有価証券（短期）へ振替等

その他 152.3 96.3 -56.0

3 165 9 3 162 9 3 0
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合　　計 3,165.9 3,162.9 -3.0



連結貸借対照表主要増減
(億円）

区分 科 目 （A）Ｈ28/3末 （B）Ｈ28/9末 （B）－（A） 備 考区分 　　　科　　　目 （A）Ｈ28/3末 （B）Ｈ28/9末 （B） （A） 備　　　　考

負 支払手形及び 112.4 111.2 -1.2
買掛金

未払法人税 38.8 42.4 3.6 納税による

債 その他 156.4 158.0 1.6

307.6 311.6 4.0

利益剰余金 3,085.3 3,144.6 59.3 当期純利益101.3億円-配当42.0億円

純 自己株式 -564.5 -564.5 0.0

その他有価証券 73.4 73.2 -0.2その他有価証券 73.4 73.2 0.2
資 評価差額金

為替換算調整勘定 56.9 -10.8 -67.7 円高影響による

産 その他 207.2 208.8 1.6

合 計 2,858 3 2,851 3 -7 0
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合　　計 2,858.3 2,851.3 7.0

負債及び純資産合計 3,165.9 3,162.9 -3.0



（億円）

設備投資・償却費 推移 （連結ベース）
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従業員数 推移 (有報ベース)
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28年9月



100%

株式分布推移
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4.52 4.44
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40.38 40.55 41.15 42.57 42.34

50%

60%
個人その他

外国法人等

13 56 13 20 12 96 13 54 13 53

40%

50%

その他の法人

証券会社
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28年9月



H２９年３月期 業績予想（連結）

H28/4/28時点の公表値より変更はありませんH28/4/28時点の公表値より変更はありません。

第3四半期以降為替レート:１US$=102.5円（従来105円）、１€＝113.5円（従来115円）、100韓国ｳｫﾝ=9.10円（従来9.20円）
(金額単位：億円）

H27年度(H28/3月期)実績 H28年度(H29/3月期)予想
第2四半期累計 通期

 H27年度(H28/3月期)実績  H28年度(H29/3月期)予想 　　 対前年実績  　　対前年実績

第2四半期累計 通期 第2四半期累計 通期 増減額 増減率 増減額 増減率

612 3 1 202 8 571 8 1 120 0売上高 612.3 1,202.8 571.8 1,120.0 -40.5 -6.6% -82.8 -6.9%

（売上原価率） （53.9％） （54.7％） （53.4％） （53.7％）

営業利益 152 6 287 9 142 9 270 0 -9 7 -6 3% -17 9 -6 2%営業利益 152.6 287.9 142.9 270.0 9.7 6.3% 17.9 6.2%

(%) 24.9% 23.9% 25.0% 24.1%

経常利益 167.4 305.2 143.6 280.0 -23.8 -14.2% -25.2 -8.2%

( ) 2 3 2 2 2 0(%) 27.3% 25.4% 25.1% 25.0%

当期利益 116.9 211.0 101.3 195.0 -15.6 -13.4% -16.0 -7.6%

(%) 19.1% 17.5% 17.7% 17.4%(%) 19.1% 17.5% 17.7% 17.4%

一株当り当期利益 - 596.31円 - 557.62円 【年間平均為替ﾚｰﾄ】

H27年度実績 H28年度予想(今回） H28/7時点 H28/4時点

1US$ 120 14円 103 89円 105 79円 108 00円
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一株当り配当 120円 240円 120円 240円

連結配当性向 - 40.2% - 43.0%

1US$ 120.14円 103.89円 105.79円 108.00円

1 € 132.58円 115.82円 116.75円 120.00円

100ｳｫﾝ 10.42円 9.16円 9.23円 9.30円



〈1〉決算説明会資料

中期成長戦略の進捗について

（前回ﾀｲﾄﾙ〈5/10(火)〉：中期成長戦略の方向性について）

中期成長戦略の進捗について

2016, Nov.1st

ヒ ロ セ 電 機 株 式 会 社

社 長 石 井 和 徳



〈2〉

注意事項

本資料には、ヒロセ電機の現時点における予測に基づく記
述が含まれています。

これら将来に関する記述は、既知または未知のリスク及び
不確実性その他の要因が内在しており、当社における実際
の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。



〈3〉ＨＲＳ：成長イメージ （再掲 〈プラス〉）

高収益経営を維持し中期的に売上成長

１１

高収益経営を維持し中期的に売上成長

予想

1,250

(億円/年度)

（ ）

,

959948

 2016年マイナス成長予想をボトムに価値ある継続成長へ 2016年マイナス成長予想をボトムに価値ある継続成長へ

為替変動、Global経済不透明感etc. 過去の延長でない出来事が続いている〈プラス〉



〈4〉ＨＲＳ：分野戦略イメージ （再掲 ）

■ 基本的な方向性

２２

《相乗効果》

■ 基本的な方向性
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［コンシューマ］＆［自動車、産機インフラ］の両輪で継続成長！



〈5〉ＨＲＳ：分野戦略イメージ Rev -Ⅱ

中期計画 Rev-Ⅱ中期計画 Rev-Ⅱ

２２

中期計画 Rev Ⅱ中期計画 Rev Ⅱ

GG--WINGWING

CloudCloud
（省エネ）

3 Key 3 Key 
TrendTrend

⼒強い３本柱を形成し、中計Ｇ－ＷＩＮＧを達成する



〈6〉Ｔｏｐｉｃｓ （ ｔｒｅｎｄ ） 〈１〉３３

⾃動⾞保有台数の推移予測⾃動⾞保有台数の推移予測 ＩｏＴ／ＩｏＥデバイス数の推移予測ＩｏＴ／ＩｏＥデバイス数の推移予測
80

その他 インド 中国 ロシア ブラジル

イギリス ドイツ フランス 日本 米国
24.5億台

⾃動⾞保有台数 推移予測⾃動⾞保有台数 推移予測

500億台

15.7億台

250億台

億台

10.7億台

250億台

7.5億台
125億台

2010 2015 2020
0

2010年 2015年 2020年2010 2015 20202000年 2010年 2020年 2030年

「⼤きな変化＝新たなビジネス・チャンス」へ感度アップ

2010年 2015年 2020年
(出所：HRS推定)



〈7〉Ｔｏｐｉｃｓ （ ｔｒｅｎｄ ） 〈２〉３３

各分野の技術の融合から⼤競争時代へ各分野の技術の融合から⼤競争時代へ ※ 注⼒する主要3分野の技術融合イメージ各分野の技術の融合から⼤競争時代各分野の技術の融合から⼤競争時代

Consumer
従来 今後 交差部が増⼤

※ 注⼒する主要3分野の技術融合イメ ジ

Consumer Consumer
USBUSB

AIAIVRVR IoTIoT

Auto
Motive

Industry Auto
Motive Industry

GPSGPS

各分野の発展・拡⼤ 〜 各々で進化した技術が融合 〜 そして更に進化各分野の発展・拡⼤ 〜 各々で進化した技術が融合 〜 そして更に進化

業界の垣根がどんどん低下 互いの分野への参⼊が活発化業界の垣根がどんどん低下 互いの分野への参⼊が活発化

繋ぐビジネス 拡⼤への期待感⼤

分野間連携可能なHRSの強み活かし、各分野で⼒強い柱を⽴て安定成⻑⽬指す



〈8〉〈8〉Ｔｏｐｉｃｓ （ ｔｒｅｎｄ ） 〈３〉３３

次世代産機市場向け標準化へのアプローチ （ハーティング社との協業）次世代産機市場向け標準化へのアプローチ （ハーティング社との協業）

□ 市況背景 〔ＩｏＴに関わるコネクタ変化〕
現在はRJ-45などの従来規格品を利用しているが、あらゆるものが繋がる

う なると接続箇所が増 従来 も実装密度を げな ればならな

次世代産機市場向け標準化へのアプロ チ （ハ ティング社との協業）次世代産機市場向け標準化へのアプロ チ （ハ ティング社との協業）

ようになると接続箇所が増え、従来よりも実装密度を上げなければならない
ため、小型のI/Oコネクタが求められる。

□

産業機器向け
次世代小型高速伝送用コネクタ

産業機器向けイーサネット接続コネクタの新規格□

HARTING and Hirose focus on a new 
standard

産業機器向けイ サネット接続コネクタの新規格

新しいインダストリー4.0の標準となる

小型で堅牢、高速性能に優れた

１０Ｇｂイ サネット向けコネクタを

HIROSE-President Kazunori Ishii (left) and CEO Philip Harting are looking 
forward to their future cooperation

１０Ｇｂイーサネット向けコネクタを

開発・標準化・マーケティングで協業

（出所：HARTINGホームページ）



〈9〉ＨＲＳ：将来への戦略投資について （再掲 ）４４

[キートレンド]： 「IoT（全てが繋がる世界」「クラウドロニクス」「ECO（省電力）」

［キーテクノロジ－］： 「高速」、「高周波」、「ハイパワー」 、「小型化」への取組み強化

戦略投資戦略投資戦略投資戦略投資

技術開発

◆高速、高周波伝送技術

工場・設備

◆国内外工場の増強

ITインフラ

◆各種基幹システムの強化

◆高電流、耐環境技術

◆金型加工技術、めっき技術

◆超精密加工設備

◆自動車/産機向け試験・評価設備

◆コミュニケーションシステムの充実

◆意思決定支援システムの整備



〈10〉ＨＲＳ：将来への戦略投資について （今年度 ）４４

HIROSE KOREA（新）精密コネクタセンターHIROSE KOREA（新）精密コネクタセンター ⼀関 試験センター増築⼀関 試験センター増築

完成イメージ

2017年1月 稼働予定 2017年度内に稼働予定

完成イメージ



〈11〉Ｃ-１６ 〈 CONNECTION ２０１６ 〉 ヒロセ技術展 （１）５５

Ｃ-１６ 東京会場 のご来場者はＣ-１６ 東京会場 のご来場者は
前回（2013年）比 １３８％
うち 自動車関係では １８３％



〈12〉５５ Ｃ-１６ 〈 CONNECTION ２０１６ 〉 ヒロセ技術展 （２）

東京会場：９月１５日・１６日 大阪会場：１１月１６日・１７日東京会場：９月１５日 １６日 大阪会場：１１月１６日 １７日

技術展を通して 「お客様の声をキャッチング 未来プロダクトへの展開を加速」


	【日】説明会資料（H28_2Q)
	【日】説明会資料（H28_2Q)【中期成長戦略】改3

